
日
平均の速さ⇒縋2iiee_TE~E.fi瞬
間の速さ⇒儆鋏癮！瓏選⇒setグ
ラフの傾き（G）

⇒

平均の速さ
T.it？：：：：
：：.I（ロ） 接線の1傾きを求めると

T T T

/平均の
加速度⇒
避 寺 蘞 穵
瞬間の加速度⇒儆！鍊邈燄一⇒atグラフの傾き（G）

， 。 。 で 、 が 加 速

→

|
ー ー ー ー

⇒ 平均の加速度E=も
（ニ） 接線の傾きを求めると

Act，）二、，蒁
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i s

.！た：：：鬱に偲
ば

⇒ Aに対するBの相対速度- 2 i n の こ と
（ロ） （見られる）-（見る）
⇒ ひ 1 3 1

!

、

（ハ） （見られる）-（見る）
⇒ ひ ん し - 1

ベクトルの引き算

見る頭から禰→（みられる 見られる豆頁

おしりを合わせて
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回（1）

f.。蓉馬杣に話=幾
三平方の定理より

To t t e r s
,E0.511竺（口）（普通はたが問題で与え
られる.

（2） 合成後が真横になればよい

TTSTI'30Ms
爾が有名
三角形の辺の比より0.40Ms
fanB = '"_=0・，

!

い）

30mの幅を0.40M/sで横切るので
t=。

"

-5。二竺いに）
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国 （1）

i .：：：：籩
くだるときはVtひ［MS］⇒t=v-e
のぼるときはV-ひ［MG］⇒t=vta
往 復 で
t， = T l t v t

= l e f t
-
_

し、

"

，

（2）

e！霪i鱮：
往復で2 lのキヨリを I EEEで進むので
た = E J -_-で二

（3） t、とたの分子をヒTヒごTるとTest
T J 2 lV
IDs 2 l

ftp.er「ではVより小さいので
なくて.ee
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四-風
な

#

\

$

→自転車どかな真北から風が
吹いていると感じる
と
自転車から見た風の
相対速度が真北からの
速度になっている。

H

i-D，する自転車から見た風（見ら
れる_見る）風 ににはの三角形なので

大きさ10"511ーー⑤ と地面から見た風
に 1：T Iの三角形なので
大きさ 1 0は二 1 4，上，
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I D
（イ） 加速度の定義「Isでの速度変化」より

に 、型，a，
（ロ） これを変形して

ひこひ。-9七1--11（ロ）
（ハ） ひーtグラフの面積が移動距離

※衤が、.is/jj：？で飂にT h r e a t
As）にひけーむた1

2 e n . c n

（ニ） （口）を変形して

たaged
（ハ）に代入して
たa。。EEE+da（もひーーゾ

x=でひら. n e t +
で2ひーびーひ
さ

x=differ
⇒ ぴーひーいに）
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回続き
pnひ=0ではUターンしている.（ホ）

I sn o t i c e s
⑤ ひこひ。+atより

0 =ひ 。 t G a ) t
：.でき、，
（木）

（ヘ）

⑤ ）にひ。七十士がより
北にひ。・T+が_a）（if
x . = To _ で-2

s . が韭、，い）

が別
* atグラフの面積より

JG=t .t l。 . t
⇒ x、主でも 二選

* びーひで=2axより
0-UE=2（-a））（，
i x . =塗、，
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回
s s n e d e t n x

"

だがjj-： のか折り返しで

%!

. . . . . . . . . . . . .

#

、
15M/s
と
10Ysより大きいので
原点のより左側にくると分かる.

（l） ひこひ。ta t より
- 1 5 = 1 0 t a . 5 . 0
： a=一5.com/s2neea （左向きに5.com/s2）

（2） 折り返し点ではひ=0となる
ひこひ。 tat より

0=10t（-5.0）
t.it=2

!

い

13） ）に ひ。t.ttaでより
K = 1 0 . 2 . 0 tが（-5.0）・2.E
K = 2 0 - 1 0

： .）に10m

か x=Titaでより
も「10.5.0+G.（-5.0）.5.02
K = 5 0 - 6 2 . 5

i . x = - 1 2 . 5 E-Bmeey
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回続き
15） ここまでの情報を図にすると

arts14）で求めたものは変位x（始めと終わりの位置
の差）：：：：：.tt：

5？：：：：i
に全移動距離は

10m+10m+12.5m

したが）

=3_いた33m）
※ ひーとグラフを用いて考えることもできる.

i
- 左図の面積から！！！！！

！！！鬮
\！！！！5iii.es。 移動距離を求めると.

（行き）= 10m
（帰り） = 2 2 . 5 m

⇒ 合 計 3 2・ "
- _ - い
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回 前後の作図をきちんと行い情報を正しくつかもう

@9TEI-tT.t。
後！imne

（1） t [ S J で U [ m / s Iからひ［M］に加速している.
ひこひ。+atより
ひ = U + a t

i t = E n
（2） t [ S ］ で L [ m ］ 進 ん で い る .

びーび=2axより
ひ こ じ = 2 a L

.：に避け
※ ）にひ。七十Eat2でも出せる

（3） 図を書き直そう
びーひ。2=2axより
びーじ=2a。E劇や雪謎

がい
ITCYIがvisa.がい-2

⇒ で2=negate
： . が、區、
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⑨ 2物体の情報がまざらないように図にしよう.

Tiiiiiiif
（た七）

でひ。 t .t taでより
JCA=0+IAAで JCB=0+fast2

図より
KA - JCB= l

が、JCBを代入して
t aAで一GABE=l

で作ら-_-93）=l

で二T l
i . た 區 .
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回 2物体の情報がまざらないように図にしよう.

iifiiiiiiis.ie?iii：ば い い

→ ひ

（l） ひこひ。+a tで、 A.Bで成り立つ関係式を作る
④ ひ=15+（-4.0）七
回 ひこ 5 . 0 + 1 . 0 t
2式を連立して
15 t（ -4.0） t=5.0+1.0 t

5 t = 1 0

t = 2 . 0 5
ー ー い

（2） t=2.0sとわかったので x=ひ。七十Eat'で
KA,KBを求めると

K A = 1 5・ 2 . 0 t I。（-4.0）・2.02
= 2 2 m

JCB = 5 . 0。 2 . 0 t I。（1.0）.2.02
= 1 2 m

はじめのキヨリ は KA - K Bなので
22-12=10me.ee
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ひ。=19.6※

!

T o

切 は 最 高 点 で は n o
！.....派
とするか

I f a = - g （上向き正）
2 4 . 5m ！

回が
け
、雌
※ 初速度の向きを正とするのが

一般的

（l）上向きを正として ひこひ。+atの式を立てると
0 = 1 9 . 6 t（-9.8）t.it=2.OS.ee

（2） K = ひ。七十fat'より
J G 19.6.2.0 + I・（-9.8）・2.02
x = 39.2 - 19.6
x = 1 9 . 6 m

い、
地面からの高さは、がけの高さをたして

24.5+19.6=4，、上

.
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1回続き
（3） ちがう状況を考えるので図を書き直そう。

ひ。=196% f！！
g a-_-g（上向き正）24.5m!

qneje.ee
変位のは始めと終わりの位置の差
（今回は24.5m下⇒-24.5m）

させ面におちるとき、変位の-_-24.5m

K=ひ。 t . t t aでより
-24.5=19.6t.tt（-9.8）で

- 4 . 9 で 0=-4.9で+19.6 t+24.5
割る と

O = で - 4 七 - 5
0 = （t-5）（t.tl）

：. た5.0または - 1 .0
時刻は正の値となるので

た5.05-.-，

ひこひ。tatより
は 19.6+（-9.8）・5.0
た -29.4m/s （下向きに 2 9， 興
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⇒ 鉛直方向は重力があるので加速度運動
回 斜磐舞方向は力がないので等速
度運動（ひが一定）なにもかも||笊術で
計算が可
能になる
2～TE.it瓘が
ない.ee..
《北方向》
（イ） ぴいひ。050.name （ロ） a - 0 い）等速度運動
（ニ） 初速度ひ。xのまま変化しないので

ひ、=ひ0050--11
（ホ） ）にひもより

つく=www.t.eeee

《 Y方 向 》
（へ） ひ。y=ひ。5inA.name（1-）に玉、 （チ）等加速度運動
（リ） ひ こ ひ 。 ta t よ り

ひg=ひ。sin A t G g ) t
⇒ Uy=ひどい日 -比- _ - い

（ヌ） ） に U o t . t t aでより
Y=ひ。 s i n a . t t EGG）で

⇒ y=adf.t-zgti.name
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回 水平投射は下向きを正とすることが多い
ひ o

国！嘿に、n|gag
i .........！！・※ー
ー
ま か -鉛直の情報hがわかっているので鉛直の運動で

考える⇒等加速度運動

にひ。 t . t t aでより
h=0ttgcleee鉛直の運動なので
.'.たぼ ひいひ。y=0となる

n e e d

（2） 時間tがわかったので水平の運動からlを求める.
等速運動なので）にひさとなる.
x i a tより

l .=ひ。・T.it=
ひ 、，道
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回続き
（3） 時間tを利用してそれぞれの速さをだす

！！蘼：""攤
運動」a
ひこひ。tatより

i .ひy=Eghf
三平方の定理でベクトルを合成する。

- 鼯ばば⇒藇，，
（4） 上図より t an Aを求めると

t a n A=turn
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囮斜方投射では上向きを正とすることが多い

"
Go （水平の速度だけ残る）

をsin。

無

$

！※-

!

高
い薪、謭点ではago

ひ。y
I I

指示をされなくても3TTTTTThhnux.EU。cos
A の部分を｛自分で書きだ

すに_とが必要｝
（1） 鉛直の情報y=0がわかっているので

鉛直方向の運動から考える.
ひこひ。+atより
0=ひ。 s i nAt（ーま）.t

：.たば、上、

（2） 鉛直の情報hを求めたいので鉛直の運動から考える。
）にひ。t.ttaでより

h=ひ。sina.T-ttgj.CIが
⇒ に だが日--i y = で一二，
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（3） 状況が変わったので図をかき直す

A鼐！！：：：
：上鱺灊....
運動の対称性より T = 2 t

.'.Tニ※，

!

，

か別解2hs.se 鉛直方向の変位が0となる時刻がTなので
x=ひ。七十fat2より
0=ひ。sI nA・T+I.（-g）・T2
0=T（ひ。sin日-fGT）

⇒ たOまたは t ' i.た_，

!

，

（4）水平方向の情報Sを求めたいので水平方向の運動から考える.
K=ひさより
S=ひ。COSA・ T = ひ。coso.Mojave

= mfjeefcosenp模範解答では罍鬱と然る
○が 一

!

. .

（5） S=Wsjnnreが最大となる

!

はsin20=1 となるAである。
よって 0=45で_

* s=Edsel

!

のままだと最大値がだしづらいので's in2日に変形している。
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115］ 「気球に対して」というのは気球から見て、という意味である、

気球から見て9，8msで上に進んでいる速度ということは
気球の速度 10mlsより9.8ms 速い 19.8%で投げた
ということである。

これをふまえて作図する .

i i i i i j！
球

（l）.球の方が初速度が大きいことから、上図のような
軌道と推測できる

。 と気=ル球 という関係が図からわかる。
・と球は変位なので：

#

の動き全体の長さでは

ないことに注意する.

が気コ つにひさより

水気ニ lot...の
が球コ を「ひ。七十Eat2より

水球=19.8t t If9.8）で
⇒ 北球=19，8t-4，9で・・

大気ニ水球に10.20を代入して
l o t = 1 9 . 8 t - 4 . 9で
⇒ 0 = - 4 . 9で + 9 . 8 t
⇒ o = t（一七十2）
た O または 2 . 0

t > 0な の で t=2.oso.ee
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⑤ 続き
（2）大也面から見たときの速度を図にしてみる.

ひ こ ひ 。 ta tよ り（一定）10%T

%

.-_-た
意で

ひこ19.8+（-9-8）.2.0.......。！
！！泓は

氵鬻？
灥
正の値なのでまだ上昇中で
頂点につく前に気球'が

、' l l 追いつく形だったとわかる.

10%f
。to、20%.

気球から見た球の速度は（見られる）-（見る）より
0 . 2 0 - 1 0 = - 9 .8m s （下向き、 ， 籅
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